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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPT：10月18日（金）

提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会

 　　　　　→PPT→各領域
・インフルエンザの予防について
　インフルエンザ流行の兆しがあるので、ミーティングで利用者様に注意喚起及び手洗いの励行、熱感等の体調不良時には早目にスタッフに申告して頂く等を伝え、インフルエンザの予防に努めていく。
・障害者合同面接会について
　10/10（木）プラザホテルアーバンホールにて実施。
　・ジョブガイダンスについて
　10/4・11（金）14時～15時で実施予定。内容は前年度と同様である為、前年度参加していない利用者様にも参加を促していく。終了後に10分程度の個別相談は2名まで対応可能。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

・医療法に基づく立ち入り検査
10/25、八戸市保健所
・実地指導

10/29、青森県
＜重要事項＞
立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。期限は9/30（月）。
【チェック項目】
⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック
⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

　　
＜研修案内＞
・第4回　法人研修
　日　時：10月1日（火）17:30～18:30
　場　所：メモリアルホール
　テーマ：｢成年後見人制度と人権擁護｣
　講　師：たいよう総合法律経済事務所　小西　秀明氏
ビデオ研修：10月3日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

＊参加しやすいように時間設定を変えているため、新人職員は出来る限り参加すること。

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様に関しても追って連絡する。
接遇向上・苦情対応委員会より

・名札の付け方について服装規定を確認し、正しく付けるようにすること。
＜提出書類について＞
・疾患別診療計画書の医師評価が必要な方はDｒ毎の封筒を用意するので9/25までに提出
の事。
＜外来患者様情報＞
・古舘 ヨリ様～単独で来院。怖い人は見えない。金銭は自己管理している。月1万のお小遣いで、よこまちで買い物等している。今のところ問題はない。主食は測って食べている。睡眠もとれている。10/11日赤病院内分泌科を受診する予定。訪問看護の利用は青風荘入所に伴い中止となっている。
・寺地 徳和様～施設職員と来院する。入室時に一度マスクを外すがすぐに再装着する。殆どうつむいているが、時折顔を上げ、受け答えはできている。電話で姉の声が聴こえる事もない。エンシュアは15本まだあるので次回処方でよいとのこと。

・鈴木 知子様～身体面で足の裏が、ムズムズする事があったという。現在はそうした症状は治まっている。これからの消費税が上がるのが心配であるとの話しがある。デイケアは参加していて、特に周囲の事は気になる事はないらしい。幻聴などの精神病症状もなかった。診察時の表情などはそれなりに落ちついている。
・山本 真智子様～最近の調子としては、「頭がイガイガする、（前の方の）頭痛とげんなりしたり」と話している。夜間睡眠はとれている。食事摂取もできている。間食もしていないが肥満に悩んでいる、とも話している。4月に新潟から帰ってきてから7キログラム位増えたという。精神症状的に幻聴ははっきりしたものはない。デイケアは続けていて、エアロビが楽しいと言う。
・市澤 信行様～最近の調子としては、少し沈むことがあったが、それ以外では大体、落ちついていたという。睡眠時間は4時間くらいであった。ランドリーや母親のところなど外出はしている。友人は来たが、買い物に付き合うだけで終了していた。どちらかと言うと今週は、「茫としていることが多かった」という。
・石井 幸子様～最近の様子としては、特に変わりはなく経過していて、落ち着いてデイケアも続けて通っていた。漢字の書き取りや他には、SSTなどがためになっているという。夜間睡眠は大体とれているが、時々眠られないことがあって、入院時からの不眠時薬を使用していたという。気分面で苛々や抑うつもなく、妄想言動などもないと思われる。ハロマンス筋注実施。
・松村 勉様～最近も特に変わった処はなかったが、日赤での定期検査をしたところ、大腸ポリープが複数個ある事を言われ、来年の1月に手術を行うことになったという。食神面では、カボチャやトマトなど、兄の家庭菜園からもらってくるもので料理もしていたようである。精神症状的には変わりなくそれなりに安定している。
・佐々木 常夫様～最近の調子に関しては、薬をシクレストに変更してから、不調があったというがそのうちに大丈夫であったようである。検察から照会状があったように、8月にデイケアで参加者から「頭半分・・」と言われてゲラゲラ笑われた、と言った件で告訴している件で、本人にIQ検査のことを尋ねる。はっきりしないが、「市民病院で、言語性で１２３、別の方で１００でした」「平成8年だったかのIGで、50でした」と一定しない。5年ほど前に入院時にいた看護師に、「IQ５０」といわれた、とかなり現実性の薄い話をしている。その際に、なぜ、そのスタッフが結果を知っていたのか、当時当院で検査はしていない、と指摘すると「湊病院からの情報でしょ」という。
